
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】多列X線検出器または、フラットパネルX線検出

器に代表されるマトリクス構造の2次元X線エリア検出器

を持ったX線CT装置のコンベンショナルスキャン（アキ

シャルスキャン）またはシネスキャンまたはヘリカルス

キャンまたは可変ピッチヘリカルスキャンの被曝を低減

、画質改善を実現する。

【解決手段】多列X線検出器または、フラットパネルX線

検出器に代表されるマトリクス構造の2次元X線エリア検

出器を持ったX線CT装置において、2次元X線エリア検出

器のチャネル方向中心線と回転平面とのずれを計算に入

れて画像再構成する画像再構成手段を持ち、X線管、X線

コリメータ、2次元X線エリア検出器からなるデータ収集

系の位置合わせ調整を行わなくても、コンベンショナル

スキャン（アキシャルスキャン）またはシネスキャンま

たはヘリカルスキャンまたは可変ピッチヘリカルスキャ

ンの被曝低減、および画質の最適化が実現できるように

した。

【選択図】図３０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器
に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、 そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ
り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線
デ ー タ 収 集 手 段 、
そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投 影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、
画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 、
断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、
と か ら な る X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再 構
成 す る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器
に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、 そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ
り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線
デ ー タ 収 集 手 段 、
そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投 影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、
画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 、
断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、
と か ら な る X線 CT装 置 に お い て 、
X線 コ リ メ ー タ の 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手
段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器
に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、 そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ
り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線
デ ー タ 収 集 手 段 、
そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投 影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、
画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 、
断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、
と か ら な る X線 CT装 置 に お い て 、
X線 コ リ メ ー タ で 絞 ら れ て 照 射 さ れ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再
構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器
に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、 そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ
り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線
デ ー タ 収 集 手 段 、
そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投 影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、
画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 、
断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、
と か ら な る X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ 、 X線 コ リ メ ー タ で 絞 ら
れ て 照 射 さ れ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成
手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
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【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 4ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
3次 元 画 像 再 構 成 を 用 い る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 5ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は 、 x軸 に 非 対 称 に 配 置 さ れ た X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 6ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は z軸 に 非 対 称 に 配 置 さ れ た X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 7ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 回 転 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 8ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を テ ー ブ ル 進 行 方 向 に 垂 直 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 9ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 所 定 の 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 10ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル と し て 束 ね て X線
デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 11ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
撮 影 条 件 に 依 存 し て 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ
ル と し て 束 ね る 束 ね 方 が 変 わ っ て X線 デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 12ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
ス キ ャ ン 速 度 に 依 存 し て 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ
ャ ネ ル と し て 束 ね る 束 ね 方 が ス キ ャ ン 中 に も 動 的 に 変 わ っ て X線 デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー
タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 13ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 上 に デ ー タ 収 集 系 の 回 転 平 面 に 対 し て 、 位 置 調 整 さ れ た 2次 元 X線
エ リ ア 検 出 器 の 座 標 系 を 仮 想 し て 画 像 再 構 成 を 行 う 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 14の X線 CT装 置 に お い て 、
仮 想 さ れ る 座 標 系 は 2次 元 の 格 子 座 標 系 で あ る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 請 求 項 1か ら 請 求 項 15ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 と し て 束 ね る X線
デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 16ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の コ リ メ ー タ 制 御 用 X線 検 出 器 と し て 束
ね る X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 17ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 障 害 物 検 出 器 と し
て 束 ね る X線 デ ー タ 収 集 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 18ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
束 ね 処 理 を 行 わ れ た X線 投 影 デ ー タ に 対 し 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 画 素 を 走 査 し て 画
像 再 構 成 を 進 め る 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 1か ら 請 求 項 19ま で の い ず れ か の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 各 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 走 査 し て 画 像 再 構 成 を 進 め る 画 像 再 構 成
手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 用 X線 CT装 置 、 ま た は 産 業 用 X線 CT装 置 に お い て 、 X線 CT（ Computed Tomo
graphy） 撮 影 方 法 、 お よ び X線 CT装 置 に 関 し 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス
キ ャ ン ） ま た は シ ネ ス キ ャ ン ま た は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン ま た は 可 変 ピ ッ チ ヘ リ カ ル ス キ ャ ン
の 被 曝 低 減 、 画 質 改 善 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 は 多 列 X線 検 出 器 X線 CT装 置 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2
次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 に よ る X線 CT装 置 に お い て は 、 図 15の よ う に 、 X線 焦 点 、 コ リ メ ー タ
中 心 線 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 が 1つ の 平 面 に 乗 り 、 こ の 平 面 が 回
転 平 面 に 平 行 で あ る よ う に 調 整 さ れ て い た が （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 各 々 の 重 量 が
か な り あ る 場 合 は 、 各 々 の 位 置 調 整 す る 手 間 は 大 変 で 製 造 上 の 観 点 か ら は 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 CTや X線 イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア （ I.I.： Image Intensif
ier） CTに な る と 、 X線 検 出 器 の 1チ ャ ネ ル の 大 き さ が 通 常 の 多 列 X線 検 出 器 よ り も 格 段 に 小
さ く な る 。 こ の よ う に 、 1チ ャ ネ ル が 細 か い 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 に 正 確
に 回 転 平 面 方 向 を 合 わ せ た り 、 コ リ メ ー タ の 中 心 線 ま た は コ リ メ ー タ の 端 の 辺 を 合 わ せ た
り す る の は 困 難 で あ っ た り 、 調 整 工 数 が か か っ て し ま う と い う 製 造 上 の 観 点 か ら も 問 題 で
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 多 列 X線 検 出 器 X線 CT装 置 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル に 代 表 さ れ る 2次 元 X線 エ リ ア 検
出 器 に よ る X線 CT装 置 に お い て 、 X線 コ ー ン ビ ー ム の コ ー ン 角 が 大 き く な る に つ れ 、 2次 元 X
線 エ リ ア 検 出 器 の z方 向 の 幅 も 大 き く な り 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 大 型 化 す る の に つ れ
、 X線 デ ー タ 収 集 系 の 位 置 合 わ せ 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） が よ り 困 難 な 方 向 へ 向 か っ て い る
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。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ５ ４ ４ ５ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 多 列 X線 検 出 器 ま た は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ
る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 を 持 っ た X線 CT装 置 の X線 デ ー タ 収 集 系 の 位 置 合
わ せ 調 整 を 必 要 最 小 限 に し 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ
ネ ス キ ャ ン ま た は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン ま た は 可 変 ピ ッ チ ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の 適 正 な 断 層 像 の
画 像 再 構 成 を 実 現 す る X線 CT装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造
の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 を 持 っ た X線 CT装 置 の X線 デ ー タ 収 集 系 の 位 置 合 わ せ 調 整 が 最 小 限
し か 行 わ れ て い な く て も 、 X線 照 射 を コ リ メ ー タ に よ り 制 御 し 、 必 要 最 小 限 の X線 を 必 要 最
小 限 な 領 域 に 照 射 し 、 適 正 な 断 層 像 を 得 る こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る こ と で
上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た は 、 本 発 明 は 、 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ
ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 、 X線 コ リ メ ー タ 、 X線 焦 点 位 置 を あ る が ま ま 、 も し く は
粗 調 整 の 位 置 合 わ せ で 使 用 し 、 較 正 に よ り 回 転 平 面 と テ ー ブ ル ま た は ク レ ー ド ル 進 行 方 向
の z軸 方 向 に 対 す る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の ズ レ 、 ま た は 位 置 を 測 定 し 、 ま た X線 コ リ メ ー
タ の ズ レ ま た は 位 置 を 測 定 し 、 ま た は X線 焦 点 位 置 を 測 定 す る 。 こ れ ら の 位 置 関 係 を 知 っ
た 上 で 3次 元 画 像 再 構 成 し て 、 所 望 の 平 面 に 沿 っ た 断 層 像 を 画 像 再 構 成 す る こ と が で き る
こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る こ と で 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 1の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た
は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、
そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た
X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線 デ ー タ 収 集 手 段 、 そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投
影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、 画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示
手 段 、 断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、 と か ら な る X線 CT装 置 に
お い て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て
画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 第 1の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と
回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の X線 投 影 デ ー タ を 回 転 平 面 に
平 行 な 断 層 像 と し て 画 像 再 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 2の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た
は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、
そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た
X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線 デ ー タ 収 集 手 段 、 そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投
影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、 画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示
手 段 、 断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、 と か ら な る X線 CT装 置 に
お い て 、 X線 コ リ メ ー タ の 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再 構 成 す る 画 像
再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 第 2の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 X線 コ リ メ ー タ の 中 心 線 と 回 転 平 面 の ず れ を 計
算 に 入 れ て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 に 必 要 最 小 限 な X線 を 照 射 す る こ と が で き る 。
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　 第 3の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た
は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、
そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た
X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線 デ ー タ 収 集 手 段 、 そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投
影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、 画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示
手 段 、 断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、 と か ら な る X線 CT装 置 に
お い て 、 X線 コ リ メ ー タ で 絞 ら れ て 照 射 さ れ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ
て 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 第 3の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 X線 コ リ メ ー タ の さ え ぎ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面
と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 に 必 要 最 小 限 な X線 を 照 射 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 4の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 X線 発 生 装 置 と 、 相 対 し て X線 を 検 出 す る 多 列 X線 検 出 器 ま た
は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と を 、
そ の 間 に あ る 回 転 中 心 の ま わ り に 回 転 運 動 を さ せ な が ら 、 そ の 間 に あ る 被 検 体 を 透 過 し た
X線 投 影 デ ー タ を 収 集 す る X線 デ ー タ 収 集 手 段 、 そ の X線 デ ー タ 収 集 手 段 か ら 収 集 さ れ た 投
影 デ ー タ を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 、 画 像 再 構 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示
手 段 、 断 層 像 撮 影 の 各 種 撮 影 条 件 を 設 定 す る 撮 影 条 件 設 定 手 段 、 と か ら な る X線 CT装 置 に
お い て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と 回 転 平 面 と の ず れ 、 X線 コ リ メ ー
タ で 絞 ら れ て 照 射 さ れ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ て 画 像 再 構 成 す る 画
像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 第 4の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 と
回 転 平 面 と の ず れ 、 X線 コ リ メ ー タ の さ え ぎ る X線 の 位 置 、 回 転 平 面 と の ず れ を 計 算 に 入 れ
て 、 断 層 像 を 適 正 な 平 面 上 に 画 像 再 構 成 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 5の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 4ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 3
次 元 画 像 再 構 成 を 用 い る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 5の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の X線 投 影 デ ー タ を 3次 元
画 像 再 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 6の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 5ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 2
次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は 、 x軸 に 非 対 称 に 配 置 さ れ た X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴
と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 第 6の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は x軸 に 非 対 称 に 配 置 さ
れ て い る が 、 3次 元 逆 投 影 ま た は 2次 元 逆 投 影 時 に 、 そ の 非 対 称 な デ ー タ 収 集 幾 何 学 系 を 考
慮 し て 画 像 再 構 成 を 行 え る の で 、 正 し い 断 層 像 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 7の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 6ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 2
次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は z軸 に 非 対 称 に 配 置 さ れ た X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と
す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 第 7の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 は z軸 に 非 対 称 に 配 置 さ
れ て い る が 、 3次 元 逆 投 影 ま た は 2次 元 逆 投 影 時 に 、 そ の 非 対 称 な デ ー タ 収 集 幾 何 学 系 を 考
慮 し て 画 像 再 構 成 を 行 え る の で 、 正 し い 断 層 像 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 8の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 7ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 画
像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 回 転 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特
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徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 第 8の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の X線 投 影 デ ー タ を 3次 元
画 像 再 構 成 し て い る の で 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 回 転 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 9の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 8ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 画
像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を テ ー ブ ル 進 行 方 向 に 垂 直 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ
こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 第 9の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の X線 投 影 デ ー タ を 3次 元
画 像 再 構 成 し て い る の で 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を テ ー ブ ル 進 行 方 向 に 垂 直 に 画 像 再 構
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 10の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 9ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 所 定 の 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と
を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 第 10の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の X線 投 影 デ ー タ を 3次
元 画 像 再 構 成 し て い る の で 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 を 所 定 の 平 面 に 平 行 に 画 像 再 構 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 11の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 10ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル と し て 束 ね て X線
デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 第 11の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力
を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル と し て 束 ね る こ と に よ り 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 チ ャ ネ ル が 画
像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 画 素 よ り 充 分 に 小 さ い 場 合 は 、 ノ イ ズ 改 善 が 行 え る 。 ま た 、 適 正
チ ャ ネ ル サ イ ズ に す る こ と に よ る デ ー タ 収 集 時 間 の 短 縮 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 12の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 11ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
撮 影 条 件 に 依 存 し て 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ
ル と し て 束 ね る 束 ね 方 が 変 わ っ て X線 デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特
徴 と す る X線 CT装 置 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 第 12の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 撮 影 条 件 で 求 め ら れ る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器
の 検 出 器 構 成 に 応 じ て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ
ャ ネ ル と し て 束 ね る こ と に よ り 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 チ ャ ネ ル が 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層
像 の 画 素 よ り 充 分 に 小 さ い 場 合 は 、 ノ イ ズ 改 善 が 行 え る 。 ま た 、 適 正 チ ャ ネ ル サ イ ズ に す
る こ と に よ る デ ー タ 収 集 時 間 の 短 縮 が 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 13の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 12ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
ス キ ャ ン 速 度 に 依 存 し て 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ
ャ ネ ル と し て 束 ね る 束 ね 方 が ス キ ャ ン 中 に も 動 的 に 変 わ っ て X線 デ ー タ 収 集 を 行 う X線 デ ー
タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 第 13の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 撮 影 条 件 で 求 め ら れ る ス キ ャ ン 速 度 に 依 存 し
て ス キ ャ ン 中 の X線 デ ー タ 収 集 系 の 歪 み な ど を 考 慮 し て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ
ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル と し て 束 ね る こ と に よ り 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器
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チ ャ ネ ル が 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 画 素 よ り 充 分 に 小 さ い 場 合 は 、 ノ イ ズ 改 善 が 行 え る
。 ま た 、 適 正 チ ャ ネ ル サ イ ズ に す る こ と に よ る デ ー タ 収 集 時 間 の 短 縮 が 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 14の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 13ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 上 に デ ー タ 収 集 系 の 回 転 平 面 に 対 し て 、 位 置 調 整 さ れ た 2次 元 X線
エ リ ア 検 出 器 の 座 標 系 を 仮 想 し て 画 像 再 構 成 を 行 う 画 像 再 構 成 手 段
を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 第 14の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 上 に 位 置 調 整 （ ア ラ
イ メ ン ト ） さ れ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 を 仮 想 し て 画 像 再 構 成 す る こ と に よ り 、 位 置 調 整
（ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ た X線 投 影 デ ー タ か ら の 画 像 再 構 成 が 行 え 、 画 質 の 良 い 断 層 像 が 画
像 再 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 15の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 14の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、 仮 想 さ れ る 座 標 系 は 2次
元 の 格 子 座 標 系 で あ る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 15の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 上 に 仮 想 さ れ る 座 標
系 は 2次 元 格 子 座 標 系 で あ る た め 、 画 像 再 構 成 平 面 へ の 3次 元 逆 投 影 ま た は 2次 元 逆 投 影 が
行 い や す く 、 画 質 の 良 い 断 層 像 が 画 像 再 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 16の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 15ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 と し て 束 ね る X線
デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 第 16の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力
を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 と し て 束 ね て 得 る た め 、 充 分 な S／ Nを 持 っ た X線 線 量 比 較 検 出
器 信 号 が 得 ら れ 、 充 分 な 精 度 の X線 線 量 補 正 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 17の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 16ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の コ リ メ ー タ 制 御 用 X線 検 出 器 と し て 束
ね る X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 第 17の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力
を 1つ の コ リ メ ー タ 制 御 用 X線 検 出 器 と し て 束 ね て 得 る た め 、 充 分 な S／ Nを 持 っ た コ リ メ ー
タ 制 御 用 X線 検 出 器 信 号 が 得 ら れ 、 充 分 な 精 度 の コ リ メ ー タ 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 18の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 17ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力 を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 障 害 物 検 出 器 と し
て 束 ね る X線 デ ー タ 収 集 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 第 18の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 複 数 チ ャ ネ ル の 出 力
を 1つ の X線 線 量 比 較 検 出 器 障 害 物 検 出 器 と し て 束 ね て 得 る た め 、 充 分 な S／ Nを 持 っ た X線
線 量 比 較 検 出 器 障 害 物 検 出 器 信 号 が 得 ら れ 、 充 分 な 精 度 の X線 線 量 比 較 検 出 器 障 害 制 御 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 19の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 18ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
束 ね 処 理 を 行 わ れ た X線 投 影 デ ー タ に 対 し 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 画 素 を 走 査 し て 画
像 再 構 成 を 進 め る 画 像 再 構 成 手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 第 19の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 画 素 を 走 査 し て 束
ね 処 理 を 行 わ れ た X線 投 影 デ ー タ を 用 い て 、 い わ ゆ る “ ピ ク セ ル ・ ド リ ブ ン ” と 呼 ば れ る
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画 像 再 構 成 を 行 う の で 、 充 分 な 精 度 、 S／ Nの 断 層 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 20の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 第 1か ら 第 19ま で の い ず れ か の 観 点 の X線 CT装 置 に お い て 、
2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 各 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 走 査 し て 画 像 再 構 成 を 進 め る 画 像 再 構 成
手 段 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る X線 CT装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 20の 観 点 に お け る X線 CT装 置 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 各 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル
を 走 査 し て 、 い わ ゆ る “ レ イ ・ ド リ ブ ン ” と 呼 ば れ る 画 像 再 構 成 を 行 う の で 、 充 分 な 精 度
、 S／ Nの 断 層 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の X線 CT装 置 に よ れ ば 、 多 列 X線 検 出 器 ま た は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表
さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 を 持 っ た X線 CT装 置 の X線 デ ー タ 収 集 系 の 位
置 合 わ せ 調 整 を 必 要 最 小 限 に し 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た
は シ ネ ス キ ャ ン ま た は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン ま た は 可 変 ピ ッ チ ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の 適 正 な 断 層
像 の 画 像 再 構 成 を 実 現 す る X線 CT装 置 を 実 現 で き る 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本
発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 図 1は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る X線 CT装 置 の 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の X線 CT装
置 100は 、 操 作 コ ン ソ ー ル 1と 、 撮 影 テ ー ブ ル 10と 、 走 査 ガ ン ト リ 20と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 操 作 コ ン ソ ー ル 1は 、 操 作 者 の 入 力 を 受 け 付 け る 入 力 装 置 2と 、 前 処 理 、 画 像 再 構 成 処 理
、 後 処 理 な ど を 実 行 す る 中 央 処 理 装 置 3と 、 走 査 ガ ン ト リ 20で 収 集 し た X線 検 出 器 デ ー タ を
収 集 す る デ ー タ 収 集 バ ッ フ ァ 5と 、 X線 検 出 器 デ ー タ を 前 処 理 し て 求 め ら れ た 投 影 デ ー タ か
ら 画 像 再 構 成 し た 断 層 像 を 表 示 す る モ ニ タ 6と 、 プ ロ グ ラ ム や X線 検 出 器 デ ー タ や 投 影 デ ー
タ や X線 断 層 像 を 記 憶 す る 記 憶 装 置 7と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 撮 影 条 件 の 入 力 は こ の 入 力 装 置 2か ら 入 力 さ れ 、 記 憶 装 置 7に 記 憶 さ れ る 。 図 14に 撮 影 条
件 入 力 画 面 の 例 を 示 す 。
　 撮 影 テ ー ブ ル 10は 、 被 検 体 を 乗 せ て 走 査 ガ ン ト リ 20の 開 口 部 に 入 れ 出 し す る ク レ ー ド ル
12を 具 備 し て い る 。 ク レ ー ド ル 12は 撮 影 テ ー ブ ル 10に 内 蔵 す る モ ー タ で 昇 降 お よ び テ ー ブ
ル 直 線 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 走 査 ガ ン ト リ 20は 、 X線 管 21と 、 X線 コ ン ト ロ ー ラ 22と 、 コ リ メ ー タ 23と 、 X線 ビ ー ム 形
成 フ ィ ル タ 28と 、 多 列 X線 検 出 器 24と 、 DAS（ Data Acquisition System） 25と 、 被 検 体 の
体 軸 の 回 り に 回 転 し て い る X線 管 21な ど を 制 御 す る 回 転 部 コ ン ト ロ ー ラ 26と 、 制 御 信 号 な
ど を 前 記 操 作 コ ン ソ ー ル 1や 撮 影 テ ー ブ ル 10と や り 取 り す る 制 御 コ ン ト ロ ー ラ 29と を 具 備
し て い る 。 X線 ビ ー ム 形 成 フ ィ ル タ 28は 撮 影 中 心 で あ る 回 転 中 心 に 向 か う X線 の 方 向 に は フ
ィ ル タ の 厚 さ が 最 も 薄 く 、 周 辺 部 に 行 く に 従 い フ ィ ル タ の 厚 さ が 増 し 、 X線 を よ り 吸 収 で
き る よ う に な っ て い る X線 フ ィ ル タ で あ る 。 こ の た め 、 円 形 ま た は 楕 円 形 に 近 い 断 面 形 状
の 被 検 体 の 体 表 面 の 被 曝 を 少 な く で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 走 査 ガ ン ト リ 傾 斜 コ ン
ト ロ ー ラ 27に よ り 、 走 査 ガ ン ト リ 20は z方 向 の 前 方 お よ び 後 方 に ± 約 30度 ほ ど 傾 斜 で き る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 X線 管 21と 多 列 X線 検 出 器 24は 、 回 転 中 心 ICの 回 り を 回 転 す る 。 鉛 直 方 向 を y方 向 と し 、
水 平 方 向 を x方 向 と し 、 こ れ ら に 垂 直 な テ ー ブ ル お よ び ク レ ー ド ル 進 行 方 向 を z方 向 と す る
と き 、 X線 管 21お よ び 多 列 X線 検 出 器 24の 回 転 平 面 は 、 xy平 面 で あ る 。 ま た 、 ク レ ー ド ル 12
の 移 動 方 向 は 、 z方 向 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 2お よ び 図 3は 、 X線 管 21と 多 列 X線 検 出 器 24の 幾 何 学 的 配 置 を xy平 面 ま た は yz平 面 か ら
見 た 説 明 図 で あ る 。
　 X線 管 21は 、 コ ー ン ビ ー ム CBと 呼 ば れ る X線 ビ ー ム を 発 生 す る 。 コ ー ン ビ ー ム CBの 中 心 軸
方 向 が y方 向 に 平 行 な と き を 、 ビ ュ ー 角 度 0度 と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 多 列 X線 検 出 器 24は 、 z方 向 に 例 え ば 256列 の X線 検 出 器 列 を 有 す る 。 ま た 、 各 X線 検 出 器
列 は チ ャ ネ ル 方 向 に 例 え ば 1024チ ャ ネ ル の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 有 す る 。
　 図 2で は 、 X線 管 21の X線 焦 点 を 出 た X線 ビ ー ム が X線 ビ ー ム 形 成 フ ィ ル タ 28に よ り 、 再 構
成 領 域 Pの 中 心 で は よ り 多 く の X線 が 、 再 構 成 領 域 Pの 周 辺 部 で は よ り 少 な い X線 が 照 射 さ れ
る よ う に X線 線 量 を 空 間 的 に 制 御 し た 後 に 、 再 構 成 領 域 Pの 内 部 に 存 在 す る 被 検 体 に X線 が
吸 収 さ れ 、 透 過 し た X線 が 多 列 X線 検 出 器 24で X線 検 出 器 デ ー タ と し て 収 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 3で は 、 X線 管 21の X線 焦 点 を 出 た X線 ビ ー ム は X線 コ リ メ ー タ 23に よ り 断 層 像 の ス ラ イ
ス 厚 方 向 に 制 御 さ れ て 、 つ ま り 、 回 転 中 心 軸 ICに お い て X線 ビ ー ム 幅 が Dと な る よ う に 制 御
さ れ て 、 回 転 中 心 軸 IC近 辺 に 存 在 す る 被 検 体 に X線 が 吸 収 さ れ 、 透 過 し た X線 は 多 列 X線 検
出 器 24で X線 検 出 器 デ ー タ と し て 収 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 X線 が 照 射 さ れ て 、 収 集 さ れ た 投 影 デ ー タ は 、 多 列 X線 検 出 器 24か ら DAS25で A／ D変 換 さ
れ 、 ス リ ッ プ リ ン グ 30を 経 由 し て デ ー タ 収 集 バ ッ フ ァ 5に 入 力 さ れ る 。 デ ー タ 収 集 バ ッ フ
ァ 5に 入 力 さ れ た デ ー タ は 、 記 憶 装 置 7の プ ロ グ ラ ム に よ り 中 央 処 理 装 置 3で 処 理 さ れ 、 断
層 像 に 画 像 再 構 成 さ れ て モ ニ タ 6に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な X線 CT装 置 に お い て 、 通 常 は 図 16の よ う に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の z方 向 の
端 の 辺 に コ リ メ ー タ 23の 端 が 一 致 す る よ う に 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ 、 2次 元 X線 エ
リ ア 検 出 器 24の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 は 回 転 平 面 に 平 行 に な る よ う に 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン
ト ） を 行 う の が 、 従 来 の 多 列 X線 検 出 器 24を 用 い た X線 CT装 置 の デ ー タ 収 集 系 の 位 置 合 わ せ
方 法 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 時 は 、 多 列 X線 検 出 器 24の 1チ ャ ネ ル ご と の 出 力 を 見 て 、 X線 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向
中 心 線 が 回 転 平 面 と 一 致 す る か 、 コ リ メ ー タ 23の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 線 が 回 転 平 面 に 対 し て
一 致 す る か 、 X線 検 出 器 の z方 向 の 端 の 列 が コ リ メ ー タ 23の 端 の 辺 と 一 致 す る か 、 X線 検 出
器 の チ ャ ネ ル 方 向 の 中 心 線 が コ リ メ ー タ 23の チ ャ ネ ル 方 向 の 中 心 線 と 一 致 す る か 、 X線 焦
点 と X線 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 の 中 心 線 お よ び コ リ メ ー タ 23の チ ャ ネ ル 方 向 の 中 心 線 が 回
転 平 面 に 平 行 な 1つ の 平 面 に 入 っ て い る か な ど の チ ェ ッ ク を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 19に は コ リ メ ー タ が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 の 例 を 示 す 。
　 図 19の 横 軸 は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 を 示 し 、 縦 軸 方 向 は 列 方 向 を 示 し
て い る 。 ま た 、 縦 軸 方 向 は z方 向 と も 言 わ れ る 。 こ の 場 合 、 理 想 的 に は 回 転 平 面 は 2次 元 X
線 エ リ ア 検 出 器 24の チ ャ ネ ル 方 向 に 存 在 し 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 列 方 向 の 中 心 点 を
通 る の が 好 ま し い 。 ま た 、 コ リ メ ー タ 23は チ ャ ネ ル 方 向 の 中 心 線 が 回 転 平 面 に 平 行 に な り
、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の z方 向 の 両 端 の 列 の 端 を 通 る よ う に 位 置 合 わ せ さ れ る の が 好 ま
し い 。 ま た 、 所 定 の ス ラ イ ス 厚 に 合 わ せ て z方 向 の 開 口 幅 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 20に は 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 の 例 を 示 す 。
　 図 21に は コ リ メ ー タ と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 の 例 を
示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 17に 従 来 の X線 CT装 置 の X線 デ ー タ 収 集 系 の 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） 方 法 の 1例 を 示
す 。 な お 、 こ の 場 合 は X線 デ ー タ 収 集 系 の 回 転 平 面 内 に す で に コ リ メ ー タ 23の チ ャ ネ ル 方
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向 中 心 線 は 入 っ て お り 、 コ リ メ ー タ 23の z方 向 の 両 側 の 遮 蔽 体 （ 板 状 ま た は 棒 状 の 遮 蔽 体
） も 回 転 平 面 に 平 行 に な っ て い る も の と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ A1で は 、 X線 焦 点 を 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 中 心 を 含 む 回 転 平 面 に 入 る よ う
に X線 焦 点 位 置 に あ る か を 判 断 し 、 YESで あ れ ば ス テ ッ プ A3へ 、 NOで あ れ ば ス テ ッ プ A2へ 行
く 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ A2で は 、 X線 管 の z方 向 の 位 置 調 整 を 行 う 。
　 ス テ ッ プ A3で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の チ ャ ネ ル 方 向 の 端 部 に あ る チ ャ ネ ル に お け
る z方 向 の 両 端 の 列 に あ る 4チ ャ ネ ル の X線 検 出 器 に X線 が 入 る か を 判 断 し 、 YESで あ れ ば 終
了 し 、 NOで あ れ ば ス テ ッ プ A4へ 行 く 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ A4で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の z方 向 の 傾 き を 調 整 す る 。
　 こ の よ う な 位 置 調 整 が 行 え る 前 提 に は 、 以 下 の 条 件 が あ る 。
　 1． 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 1チ ャ ネ ル に 充 分 な 大 き さ が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 2． コ リ メ ー タ 23の X線 の 影 を 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の z方 向 の 端 の 列 に 合 わ せ る こ と
が で き る 。
　 し か し 、 X線 CT装 置 の 画 素 の 微 小 化 （ マ イ ク ロ ボ ク セ ル 化 ） に 伴 い 、 2次 元 X線 エ リ ア 検
出 器 24の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 微 小 化 （ マ イ ク ロ チ ャ ネ ル 化 ） が 進 み 、 上 記 の 1の 条 件 は 難
し く な っ て 来 て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 図 18（ a） に 示 す よ う に 、 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検
出 器 24を 持 つ X線 CT装 置 で は 、 コ リ メ ー タ 23の X線 遮 蔽 体 の X線 の 影 を 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24の z方 向 の 端 の 列 に 合 わ せ る こ と は 形 状 的 に 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 場 合 の コ リ メ ー タ 23に よ る X線 の 影 は 、 図 18（ b）
の よ う に な る 。
　 こ の 場 合 は 、 従 来 の 方 法 の よ う に 、 コ リ メ ー タ 23の X線 遮 蔽 体 の X線 の 影 を 2次 元 X線 エ リ
ア 検 出 器 24の z方 向 の 端 の 列 に 合 わ せ る こ と は 形 状 的 に 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 例 で は 、 多 列 X線 検 出 器 ま た は フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る
マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 、 X線 コ リ メ ー タ 、 X線 焦 点 位 置 を あ る が ま ま 、 も
し く は 粗 調 整 の 位 置 合 わ せ で 使 用 し 、 較 正 に よ り 回 転 平 面 と テ ー ブ ル ま た は ク レ ー ド ル 進
行 方 向 の z軸 方 向 に 対 す る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の ズ レ 、 ま た は 位 置 を 測 定 し 、 ま た X線 コ
リ メ ー タ の ズ レ ま た は 位 置 を 測 定 し 、 ま た は X線 焦 点 位 置 を 測 定 す る 。 こ れ ら の 位 置 関 係
を 知 っ た 上 で 3次 元 画 像 再 構 成 し て 、 所 望 の 平 面 に 沿 っ た 断 層 像 を 画 像 再 構 成 す る 。 以 下
に そ の 実 施 例 を 示 す 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 例 え ば 、 図 22に 示 す よ う な コ リ メ ー タ を 使 用 す る 。 図 22の コ リ メ ー タ は 、 ス ラ イ ス 厚 方
向 に は 、 撮 影 条 件 設 定 手 段 に よ り 定 め ら れ た X線 検 出 器 開 口 幅 に 合 わ せ て z方 向 の コ リ メ ー
タ 開 口 を 制 御 す る 。 ま た 、 x方 向 の チ ャ ネ ル 方 向 に は 固 定 で も よ い し 、 撮 影 条 件 設 定 手 段
で 定 め ら れ る 撮 影 視 野 の 大 き さ に 依 存 し て チ ャ ネ ル 方 向 の X線 照 射 視 野 の 大 き さ を 制 御 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の X線 コ リ メ ー タ に よ り 制 御 さ れ た X線 コ ー ン ビ ー ム が 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24に 当 た
っ た X線 照 射 視 野 を 図 23に 示 す 。
　 図 23で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24は 1枚 の 平 面 型 X線 検 出 器 よ り 構 成 さ れ て い る 場 合 を
示 す 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】
　 X線 管 21の X線 焦 点 を 出 た X線 は 、 図 22に 示 し た コ リ メ ー タ 23に よ り 絞 ら れ て X線 コ ー ン ビ
ー ム と し て 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 検 出 器 表 面 に X線 照 射 領 域 A1， A2， A4， A3と し て 照
射 さ れ る 。 こ の 辺 A1， A3， 辺 A2， A4の 傾 き よ り 、 コ リ メ ー タ 23と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24
の 位 置 関 係 、 方 向 の ズ レ が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 z方 向 を 知 る に は 図 24の よ う に 、 X線 デ ー タ 収 集 を 例 え ば 0度 方 向 に 固 定 し て お い
て 、 ク レ ー ド ル 12を 走 査 ガ ン ト リ 20の 中 に 進 入 さ せ な が ら X線 デ ー タ 収 集 を 行 う 。 こ の 場
合 は 図 25に 示 す よ う に 、 時 刻 t1， t2， t3の よ う に 時 系 列 で X線 デ ー タ 収 集 が 行 え 、 各 時 刻 t
1， t2， t3に お け る ク レ ー ド ル 13の 特 徴 点 の 位 置 を 求 め 、 そ の 特 徴 点 の 位 置 の 変 化 を 知 る
。 こ れ に よ り 、 ク レ ー ド ル 13の 特 徴 点 の 軌 跡 が 求 め ら れ る 。 図 25に お い て は 、 ク レ ー ド ル
13の 角 の 点 を 特 徴 点 と し て 、 そ の 軌 跡 を 求 め て い る 。 こ の 軌 跡 が ク レ ー ド ル 進 入 方 向 (z´
方 向 と す る )と な る 。 こ れ に よ り 、 ク レ ー ド ル 進 入 方 向 （ z'方 向 ） と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24の 位 置 関 係 、 方 向 の ズ レ が わ か る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 図 26に お い て は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24を 用 い た デ ー タ 収 集 系 に お い て 、 デ ー
タ 収 集 系 を 回 転 さ せ な が ら 回 転 中 心 よ り 少 し 下 に ず れ た ピ ン の X線 の 影 を 360度 方 向 よ り デ
ー タ 収 集 し た 場 合 を 示 し て い る 。 こ の 時 に 得 ら れ る X線 投 影 デ ー タ は 例 え ば 、 1A列 に お け
る ピ ン の X線 の 影 の 軌 跡 は 図 27の よ う に 横 軸 に チ ャ ネ ル 方 向 を 、 縦 軸 に ビ ュ ー 方 向 を 取 る
と 、 ピ ン の X線 の 影 の 軌 跡 は 図 27の よ う に 正 弦 曲 線 と な る 。 こ の 時 に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24上 に お け る ピ ン の X線 の 影 の 動 き を 見 る と 、 図 28の よ う に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24が
回 転 面 に 対 し て ず れ て お ら ず 、 ピ ン の 先 端 が 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の z方 向 の 中 心 に あ
る 場 合 は 、 0度 → 90度 → 180度 → 270度 → 360度 （ 0度 ） と デ ー タ 収 集 系 が 回 転 し た 場 合 、 2次
元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の ピ ン の 影 の 回 転 中 心 か ら の 変 位 （ ズ レ ） の 量 は 正 弦 曲 線 で 変 化 し
、 ピ ン の 先 端 の z方 向 の 変 位 （ ズ レ ） は な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 も し 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 は 、 0度 方 向 で ピ ン の 先
端 を 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の z方 向 の 中 心 に 合 わ せ て も 、 0度 → 90度 → 180度 → 270度 → 360
度 （ 0度 ） と デ ー タ 収 集 系 が 回 転 し た 場 合 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の ピ ン の 影 の 回 転 中
心 か ら の 変 位 （ ズ レ ） の 量 は 正 弦 曲 線 で 変 化 し 、 ピ ン の 先 端 の z方 向 の 変 位 は 回 転 中 心 か
ら の 変 位 （ ズ レ ） に 比 例 し た 量 だ け ズ レ て 、 図 29の よ う に 各 ビ ュ ー 角 度 に お け る ピ ン の 先
端 の 軌 跡 は 直 線 に な り 、 こ の 直 線 の 傾 き が 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と 回 転 平 面 の ズ レ に 相 当
す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 に よ り 、 回 転 平 面 と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 位 置 関 係 、 コ リ メ ー タ 23と 2次 元 X線
エ リ ア 検 出 器 24の 位 置 関 係 、 ク レ ー ド ル 12進 行 方 向 z´ 方 向 と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の
位 置 関 係 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ ら の 位 置 関 係 を 用 い て 3次 元 逆 投 影 時 に 画 像 再 構 成 さ れ る 断 層 像 の 各 画 素 が 、 ど の
検 出 器 チ ャ ネ ル に 対 応 す る か が よ り 正 し く わ か る 。 こ れ に よ り 、 よ り 画 質 の よ い 画 像 再 構
成 が 行 え る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の デ ー タ 収 集 系 に お け る 位 置 関 係 が 明 ら か に
な る こ と で 、 回 転 平 面 に 平 行 な 方 向 に チ ャ ネ ル 方 向 を 回 転 平 面 に 垂 直 な 方 向 に 列 方 向 を 持
た せ た 新 た な 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 図 30の よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。 全
体 図 を 図 30(a)に 示 し 、 部 分 的 拡 大 図 を 図 30(b)に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ア ラ イ メ ン ト し な く て も 回 転 平 面 に 対 し て 正 し く ア ラ イ メ ン ト さ れ た 2次
元 の X線 投 影 デ ー タ が 得 ら れ る 。
　 以 上 に は 1枚 の 平 面 型 X線 検 出 器 に よ る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の コ リ メ ー タ と の 位 置 関 係
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、 ク レ ー ド ル 進 行 方 向 と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 と の 位 置 関 係 、 回 転 平 面 と 2次 元 X線 エ リ ア
検 出 器 と の 位 置 関 係 を 求 め た が 、 図 31（ a） の よ う に 、 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ
た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 場 合 も 同 様 に 行 え る 。 例 え ば 、 図 31（ a） に お い て は 、 コ リ メ
ー タ の X線 照 射 領 域 と 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 の 関 係 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 左 翼 の 平 面 型 X線 検 出 器 1で は 、 四 角 形 A1， A2， A6， A5よ り 、 平 面 型 X線 検 出 器 1と コ リ メ
ー タ 23の 位 置 関 係 を 知 る 。
　 中 央 の 平 面 型 X線 検 出 器 2で は 、 四 角 形 A2， A3， A7， A6よ り 、 平 面 型 X線 検 出 器 2と コ リ メ
ー タ 23の 位 置 関 係 を 知 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 右 翼 の 平 面 型 X線 検 出 器 3で は 、 四 角 形 A3， A4， A8， A7よ り 、 平 面 型 X線 検 出 器 3と コ リ メ
ー タ 23の 位 置 関 係 を 知 る 。
　 各 々 の 四 角 形 A1， A2， A6， A5、 四 角 形 A2， A3， A7， A6、 四 角 形 A3， A4， A8， A7を チ ャ ネ
ル 方 向 、 列 方 向 に 適 切 な 大 き さ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 分 け 、 元 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 2
4の 各 チ ャ ネ ル を 束 ね て 適 切 な 大 き さ の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に す る と 、 図 31(b)の よ う に な
る 。 こ れ に よ り 、 コ リ メ ー タ 23と 各 平 面 型 X線 検 出 器 の 位 置 関 係 が 定 ま る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 同 様 に ク レ ー ド ル 23の 進 行 方 向 z´ 方 向 と 各 々 1枚 ず つ の 平 面 型 X線 検 出 器 の 位 置 関 係 が
定 ま る 。
　 ま た 同 様 に 、 回 転 平 面 と 各 々 1枚 ず つ の 平 面 型 X線 検 出 器 の 位 置 関 係 も 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 23上 に 正 し く
位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ た 2次 元 の X線 投 影 デ ー タ が 得 ら れ る 。
　 3次 元 逆 投 影 処 理 に お い て 、 あ る 断 層 像 上 の 画 素 Pを 画 像 再 構 成 す る 場 合 は 、 図 32に 示 す
よ う に X線 管 21の X線 焦 点 を 通 り 、 断 層 像 上 の 画 素 Pを 通 る X線 ビ ー ム が 対 応 す る 2次 元 X線 エ
リ ア 検 出 器 24の 対 応 す る X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の デ ー タ で 後 述 す る よ う な 前 処 理 さ れ て 、 画
像 再 構 成 関 数 を 重 畳 さ れ た X線 投 影 デ ー タ を 断 層 像 上 の 画 素 Pに 3次 元 逆 投 影 す る 処 理 が 行
わ れ る 。 こ の 処 理 を 考 慮 す る と 、 例 え ば 、 図 33に 示 す よ う に 、 細 か な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル
か ら デ ー タ 抽 出 し て 3次 元 逆 投 影 す る 場 合 、 あ る 断 層 像 の あ る 画 素 Qを 通 る X線 ビ ー ム が 、
細 か な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル か ら な る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の あ る X線 検 出 器 チ ャ ネ ル d1の
デ ー タ を 抽 出 し て 、 3次 元 逆 投 影 す る 場 合 は 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル d1の 面 積 を s1と す る と 、
s1の 面 積 の X線 投 影 デ ー タ の 画 像 ノ イ ズ を 逆 投 影 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 図 34に 示 す よ う に 、 適 切 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束 ね た 後 に デ ー タ 抽 出 し て 3次 元
逆 投 影 す る 場 合 を 考 え る と 、 あ る 断 層 像 の あ る 画 素 Qを 通 る X線 ビ ー ム が 適 切 な 大 き さ の X
線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束 ね た 後 の あ る X線 検 出 器 チ ャ ネ ル d2の デ ー タ を 抽 出 し て 3次 元 逆 投 影
す る 場 合 は 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル d2の 面 積 s2と す る と 、 s2の 面 積 の X線 投 影 デ ー タ の 画 像 ノ
イ ズ を 逆 投 影 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 場 合 、 明 ら か に s2＞ s1な の で 、 s2の 画 像 ノ イ ズ の 方 が 少 な い 。 こ の た め 、 後 者 の 適
切 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束 ね た 後 に デ ー タ 抽 出 し て 3次 元 逆 投 影 す る 場 合 の 方 が 画 像 ノ イ
ズ が 良 く な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 4は 本 実 施 例 の X線 CT装 置 の 動 作 の 概 要 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
　 ス テ ッ プ P1で は 、 被 検 体 を ク レ ー ド ル 12に 乗 せ 、 位 置 合 わ せ を 行 う 。 ク レ ー ド ル 12の 上
に 乗 せ ら れ た 被 検 体 は 各 部 位 の 基 準 点 に 走 査 ガ ン ト リ 20の ス ラ イ ス ラ イ ト 中 心 位 置 を 合 わ
せ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ス テ ッ プ P2で は 、 ス カ ウ ト 像 収 集 を 行 う 。 ス カ ウ ト 像 は 通 常 0度 ， 90度 で 撮 影 す る が 部
位 に よ っ て は 例 え ば 頭 部 の よ う に 、 90度 ス カ ウ ト 像 の み の 場 合 も あ る 。 ス カ ウ ト 像 撮 影 の
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詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ P3で は 、 撮 影 条 件 設 定 を 行 う 。 通 常 撮 影 条 件 は ス カ ウ ト 像 上 に 撮 影 す る 断 層 像
の 位 置 、 大 き さ を 表 示 し な が ら 撮 影 を 行 う 。 こ の 場 合 に 、 ヘ リ カ ル ス キ ャ ン ま た は 可 変 ピ
ッ チ ヘ リ カ ル ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ
ネ ス キ ャ ン 1回 分 の 全 体 と し て の X線 線 量 情 報 の 表 示 と と も に 、 ス カ ウ ト 像 上 で 関 心 領 域 を
設 定 し 、 そ の 関 心 領 域 の X線 線 量 情 報 を 表 示 す る 。 ま た 、 シ ネ ス キ ャ ン に お い て は 、 回 転
数 ま た は 時 間 を 入 れ る と そ の 関 心 領 域 に お け る 入 力 さ れ た 回 転 数 分 、 ま た は 入 力 さ れ た 時
間 分 の X線 線 量 情 報 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ P4で は 、 断 層 像 撮 影 を 行 う 。 断 層 像 撮 影 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
　 図 5は 、 本 発 明 の X線 CT装 置 100の 断 層 像 撮 影 お よ び ス カ ウ ト 像 撮 影 の 動 作 の 概 略 を 示 す
フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ S1で は 、 ヘ リ カ ル ス キ ャ ン で は 、 X線 管 21と 多 列 X線 検 出 器 24と を 被 検 体 の 回 り
に 回 転 さ せ 、 か つ 撮 影 テ ー ブ ル 10上 の ク レ ー ド ル 12を テ ー ブ ル を 直 線 移 動 さ せ な が ら X線
検 出 器 デ ー タ の デ ー タ 収 集 動 作 を 行 な い 、 ビ ュ ー 角 度 viewと 、 検 出 器 列 番 号 jと 、 チ ャ ネ
ル 番 号 iと で 表 わ さ れ る X線 検 出 器 デ ー タ D0（ view， j， i） に テ ー ブ ル 直 線 移 動 z方 向 位 置 Z
table（ view） を 付 加 さ せ て 、 X線 検 出 器 デ ー タ を 収 集 す る 。 ま た 、 可 変 ピ ッ チ ヘ リ カ ル ス
キ ャ ン に お い て は 、 ヘ リ カ ル ス キ ャ ン に お い て 一 定 速 度 の 範 囲 の デ ー タ 収 集 の み な ら ず 、
加 速 時 、 減 速 時 に お い て も デ ー タ 収 集 を 行 う も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ ネ ス キ ャ ン で は 撮 影
テ ー ブ ル 10上 の ク レ ー ド ル 12を あ る z方 向 位 置 に 固 定 さ せ た ま ま 、 デ ー タ 収 集 系 を 1回 転 ま
た は 複 数 回 転 さ せ て X線 検 出 器 デ ー タ の デ ー タ 収 集 を 行 う 。 必 要 に 応 じ て 、 次 の z方 向 位 置
に 移 動 し た 後 に 、 再 度 デ ー タ 収 集 系 を 1回 転 ま た は 複 数 回 転 さ せ て X線 検 出 器 デ ー タ の デ ー
タ 収 集 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 ス カ ウ ト 像 撮 影 で は 、 X線 管 21と 多 列 X線 検 出 器 24と を 固 定 さ せ 、 撮 影 テ ー ブ ル 10
上 の ク レ ー ド ル 12を 直 線 移 動 さ せ な が ら X線 検 出 器 デ ー タ の デ ー タ 収 集 動 作 を 行 う も の と
す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ ネ ス キ ャ ン ま た は ヘ
リ カ ル ス キ ャ ン ま た は 可 変 ピ ッ チ ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の よ う に 、 3次 元 逆 投 影 ま た は 2次 元 逆
投 影 を 行 っ て 画 像 再 構 成 を 行 う 場 合 は 、 図 34に 示 す よ う な 適 切 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束
ね る 処 理 を こ の デ ー タ 収 集 時 に 行 う こ と が 以 下 の 前 処 理 、 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 の デ ー タ 処
理 量 を 減 ら す 観 点 か ら は 有 効 で あ る 。 こ の 適 切 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束 ね る 処 理 は 、 デ
ー タ 収 集 装 置 （ DAS） 25上 で 行 っ て も よ い し 、 デ ー タ 収 集 バ ッ フ ァ 5の 上 で 行 っ て も よ い し
、 デ ー タ 収 集 後 に 中 央 処 理 装 置 3の 上 の ソ フ ト ウ ェ ア の 処 理 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の 束 ね る 処 理 と し て は 、 束 ね た 後 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の 座 標 （ X， Y） は 、 束 ね
る 前 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の 座 標 （ x， y） よ り 以 下 の よ う に ア フ ィ ン 変 換 で 求 め ら れ
る 。 た だ し 、 a， b， c， d， e， fは 実 数 の 定 数 と す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 通 常 、 平 面 型 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 で は 、 （ X， Y） 座 標 系 も （ x， y） 座 標 系 も 歪 ん で
い な い と す る と 、 以 下 の よ う に 角 度 θ 回 転 の ア フ ィ ン 変 換 で 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 k＞ 1の 場 合 は 、 束 ね た 後 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 数 、 列 数 が 小 さ く な る こ と
を 意 味 す る 。 こ の 場 合 は 、 あ ら か じ め 以 下 の よ う に X線 検 出 器 デ ー タ を 束 ね 処 理 し た 後 に
回 転 の ア フ ィ ン 変 換 を 行 う と よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 元 の X線 投 影 デ ー タ を d（ x， y） 、 束 ね た 後 の X線 投 影 デ ー タ を d（ X， Y） 、 途 中 結 果 の X
線 投 影 デ ー タ を d'（ x'， y'） と す る と 、
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 と ま ず 、 d（ x， y） を d'（ x'， y'） に x方 向 、 y方 向 に 1／ kに 圧 縮 す る 。 も し 、 k＝ 2で あ
れ ば 、
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ０ 】
　 と な る 。 こ れ に よ り デ ー タ は 束 ね ら れ 、 デ ー タ の ノ イ ズ ， S／ Nは 改 善 さ れ る 。
　 こ の 後 に 、 以 下 の 回 転 の ア フ ィ ン 変 換 を 行 え ば よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ス テ ッ プ S2で は 、 X線 検 出 器 デ ー タ D0(view， j， i)に 対 し て 前 処 理 を 行 い 、 投 影 デ ー タ
に 変 換 す る 。 前 処 理 は の よ う に ス テ ッ プ S21オ フ セ ッ ト 補 正 ， ス テ ッ プ S22対 数 変 換 ， ス テ
ッ プ S23Ｘ 線 線 量 補 正 ， ス テ ッ プ S24感 度 補 正 か ら な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ス カ ウ ト 像 撮 影 の 場 合 は 、 前 処 理 さ れ た X線 検 出 器 デ ー タ を チ ャ ネ ル 方 向 の 画 素 サ イ ズ
お よ び ク レ ー ド ル 直 線 移 動 方 向 で あ る z方 向 の 画 素 サ イ ズ を モ ニ タ 6の 表 示 画 素 サ イ ズ に 合
わ せ て 表 示 す れ ば ス カ ウ ト 像 と し て 完 成 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
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　 ス テ ッ プ S3で は 、 前 処 理 さ れ た 投 影 デ ー タ D1 (view， j， i)に 対 し て 、 ビ ー ム ハ ー ド ニ
ン グ 補 正 を 行 な う 。 ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正 S3で は 前 処 理 S2の 感 度 補 正 S24が 行 な わ れ た
投 影 デ ー タ を D1(view， j， i)と し 、 ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正 S3の 後 の デ ー タ を D11(view，
j， i)と す る と 、 ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正 S3は 以 下 の よ う に 、 例 え ば 多 項 式 形 式 で 表 わ さ
れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の 時 、 検 出 器 の 各 j列 ご と に 独 立 し た ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正 を 行 な え る た め 、 撮 影
条 件 で 各 デ ー タ 収 集 系 の 管 電 圧 が 異 な っ て い れ ば 、 各 列 ご と の 検 出 器 の X線 エ ネ ル ギ ー 特
性 の 違 い を 補 正 で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス テ ッ プ S4で は 、 ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正 さ れ た 投 影 デ ー タ D11(view， j， i)に 対 し て
、 z方 向 (列 方 向 )の フ ィ ル タ を か け る zフ ィ ル タ 重 畳 処 理 を 行 な う 。
　 す な わ ち 、 各 ビ ュ ー 角 度 、 各 デ ー タ 収 集 系 に お け る 前 処 理 後 、 ビ ー ム ハ ー ド ニ ン グ 補 正
さ れ た 多 列 X線 検 出 器 D11(view， j， i)　 (i＝ 1～ CH， 　 j＝ 1～ ROW)の 投 影 デ ー タ に 対 し 、
列 方 向 に 例 え ば 下 記 の よ う な 列 方 向 フ ィ ル タ サ イ ズ が 5列 の フ ィ ル タ を か け る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 （ w 1 (i)， w 2 (i)， w 3 (i)， w 4 (i)， w 5 (i)） 、
【 ０ １ ０ ９ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
【 ０ １ １ ０ 】
　 補 正 さ れ た 検 出 器 デ ー タ D12(view， j， i)は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ １ １ １ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
【 ０ １ １ ２ 】
　 と な る 。 な お 、 チ ャ ネ ル の 最 大 値 は CH，  列 の 最 大 値 は ROWと す る と 、
【 ０ １ １ ３ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ４ 】
　 と す る 。
　 ま た 、 列 方 向 フ ィ ル タ 係 数 を 各 チ ャ ネ ル ご と に 変 化 さ せ る と 画 像 再 構 成 中 心 か ら の 距 離
に 応 じ て ス ラ イ ス 厚 を 制 御 で き る 。 一 般 的 に 断 層 像 で は 再 構 成 中 心 に 比 べ 周 辺 部 の 方 が ス
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ラ イ ス 厚 が 厚 く な る の で 、 列 方 向 フ ィ ル タ 係 数 を 中 心 部 と 周 辺 部 で 変 化 さ せ て 、 列 方 向 フ
ィ ル タ 係 数 を 中 心 部 チ ャ ネ ル 近 辺 で は 列 方 向 フ ィ ル タ 係 数 の 幅 を 広 く 変 化 さ せ る と 、 周 辺
部 チ ャ ネ ル 近 辺 で は 列 方 向 フ ィ ル タ 係 数 の 幅 を せ ま く 変 化 さ せ る と 、 ス ラ イ ス 厚 は 周 辺 部
で も 画 像 再 構 成 中 心 部 で も 一 様 に 近 く す る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 多 列 X線 検 出 器 24の 中 心 部 チ ャ ネ ル と 周 辺 部 チ ャ ネ ル の 列 方 向 フ ィ ル タ 係
数 を 制 御 し て や る こ と に よ り 、 ス ラ イ ス 厚 も 中 心 部 と 周 辺 部 で 制 御 で き る 。 列 方 向 フ ィ ル
タ で ス ラ イ ス 厚 を 弱 干 厚 く す る と 、 ア ー チ フ ァ ク ト 、 ノ イ ズ と も に 大 幅 に 改 善 さ れ る 。 こ
れ に よ り ア ー チ フ ァ ク ト 改 善 具 合 、 ノ イ ズ 改 善 具 合 も 制 御 で き る 。 つ ま り 、 3次 元 画 像 再
構 成 さ れ た 断 層 像 つ ま り 、 xy平 面 内 の 画 質 が 制 御 で き る 。 ま た 、 そ の 他 の 実 施 例 と し て 列
方 向 （ z方 向 ） フ ィ ル タ 係 数 を 逆 重 畳 （ デ コ ン ボ リ ュ ー シ ョ ン ） フ ィ ル タ に す る こ と に よ
り 、 薄 い ス ラ イ ス 厚 の 断 層 像 を 実 現 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ S5で は 、 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 を 行 う 。 す な わ ち 、 フ ー リ エ 変 換 し 、 再 構 成 関 数
を 掛 け 、 逆 フ ー リ エ 変 換 す る 。 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 S5で は 、 zフ ィ ル タ 重 畳 処 理 後 の デ ー
タ を D12と し 、 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 後 の デ ー タ を D13、 重 畳 す る 再 構 成 関 数 を Kernel（ j）
と す る と 、 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 は 以 下 の よ う に 表 わ さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
【 ０ １ １ ８ 】
　 つ ま り 、 再 構 成 関 数 kernel（ j） は 検 出 器 の 各 j列 ご と に 独 立 し た 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 を
行 な え る た め 、 各 列 ご と の ノ イ ズ 特 性 、 　 分 解 能 特 性 の 違 い を 補 正 で き る 。
　 ス テ ッ プ S6で は 、 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 し た 投 影 デ ー タ D13(view， j， i)に 対 し て 、 3次 元
逆 投 影 処 理 を 行 い 、 逆 投 影 デ ー タ D3(x， y， z)を 求 め る 。 画 像 再 構 成 さ れ る 画 像 は z軸 に 垂
直 な 面 、 xy平 面 に 3次 元 画 像 再 構 成 さ れ る 。 以 下 の 再 構 成 領 域 Pは xy平 面 に 平 行 な も の と す
る 。 こ の 3次 元 逆 投 影 処 理 に つ い て は 、 図 5を 参 照 し て 後 述 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ S7で は 、 逆 投 影 デ ー タ D3（ x， y， z） に 対 し て 画 像 フ ィ ル タ 重 畳 、 CT値 変 換 な
ど の 後 処 理 を 行 い 、 断 層 像 D31（ x， y） を 得 る 。
　 後 処 理 の 画 像 フ ィ ル タ 重 畳 処 理 で は 、 3次 元 逆 投 影 後 の 断 層 像 を D31（ x， y， z） と し 、
画 像 フ ィ ル タ 重 畳 後 の デ ー タ を D32（ x， y， z） 、 画 像 フ ィ ル タ を Filter（ z） と す る と 、
【 ０ １ ２ ０ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
【 ０ １ ２ １ 】
　 つ ま り 、 検 出 器 の 各 j列 ご と に 独 立 し た 画 像 フ ィ ル タ 重 畳 処 理 を 行 な え る た め 、 各 列 ご
と の ノ イ ズ 特 性 、 分 解 能 特 性 の 違 い を 補 正 で き る 。
　 得 ら れ た 断 層 像 は モ ニ タ 6に 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 7は 、 3次 元 逆 投 影 処 理 （ 図 6の ス テ ッ プ S6） の 詳 細 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 で は 、 画 像 再 構 成 さ れ る 画 像 は z軸 に 垂 直 な 面 、 xy平 面 に 3次 元 画 像 再 構 成 さ れ
る 。 以 下 の 再 構 成 領 域 Pは xy平 面 に 平 行 な も の と す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ S61で は 、 断 層 像 の 画 像 再 構 成 に 必 要 な 全 ビ ュ ー （ す な わ ち 、 360度 分 の ビ ュ ー
又 は 「 180度 分 ＋ フ ァ ン 角 度 分 」 の ビ ュ ー ） 中 の 一 つ の ビ ュ ー に 着 目 し 、 再 構 成 領 域 Pの 各
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画 素 に 対 応 す る 投 影 デ ー タ Drを 抽 出 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 8（ a） ， 図 8（ b） に 示 す よ う に 、 xy平 面 に 平 行 な 512× 512画 素 の 正 方 形 の 領 域 を 再 構
成 領 域 Pと し 、 y＝ 0の x軸 に 平 行 な 画 素 列 L0， y＝ 63の 画 素 列 L63， y＝ 127の 画 素 列 L127， y
＝ 191の 画 素 列 L191， y＝ 255の 画 素 列 L255， y＝ 319の 画 素 列 L319， y＝ 383の 画 素 列 L383， y
＝ 447の 画 素 列 L447， y＝ 511の 画 素 列 L511を 列 に と る と 、 こ れ ら の 画 素 列 L0～ L511を X線 透
過 方 向 に 多 列 X線 検 出 器 24の 面 に 投 影 し た 図 9に 示 す 如 き ラ イ ン T0～ T511上 の 投 影 デ ー タ を
抽 出 す れ ば 、 そ れ ら が 画 素 列 L0～ L511の 投 影 デ ー タ Dr(view， x， y)と な る 。 た だ し 、 x， y
は 断 層 像 の 各 画 素 （ x， y） に 対 応 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 X線 透 過 方 向 は 、 X線 管 21の X線 焦 点 と 各 画 素 と 多 列 X線 検 出 器 24と の 幾 何 学 的 位 置 に よ っ
て 決 ま る が 、 X線 検 出 器 デ ー タ D0(view， j， i)の z座 標 z（ view） が テ ー ブ ル 直 線 移 動 z方 向
位 置 Ztable（ view） と し て X線 検 出 器 デ ー タ に 添 付 さ れ て 判 っ て い る た め 、 加 速 ・ 減 速 中
の X線 検 出 器 デ ー タ D0(view， j， i)で も X線 焦 点 、 多 列 X線 検 出 器 の デ ー タ 収 集 幾 何 学 系 の
中 に お い て 、 X線 透 過 方 向 を 正 確 に 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 例 え ば 画 素 列 L0を X線 透 過 方 向 に 多 列 X線 検 出 器 24の 面 に 投 影 し た ラ イ ン T0の よ う
に 、 ラ イ ン の 一 部 が 多 列 X線 検 出 器 24の チ ャ ネ ル 方 向 の 外 に 出 た 場 合 は 、 対 応 す る 投 影 デ
ー タ Dr(view， x， y)を 「 0」 に す る 。 ま た 、 z方 向 の 外 に 出 た 場 合 は 投 影 デ ー タ Dr(view， x
， y)を 補 外 し て 求 め る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 図 10に 示 す よ う に 、 再 構 成 領 域 Pの 各 画 素 に 対 応 す る 投 影 デ ー タ Dr（ view
， x， y） を 抽 出 で き る 。
　 図 7に 戻 り 、 ス テ ッ プ S62で は 、 投 影 デ ー タ Dr（ view， x， y） に コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重
係 数 を 乗 算 し 、 図 11に 示 す 如 き 投 影 デ ー タ D2（ view， x， y） を 作 成 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重 係 数 w（ i， j） は 以 下 の 通 り で あ る 。 フ ァ ン ビ ー ム 画
像 再 構 成 の 場 合 は 、 一 般 に 、 view＝ β aで X線 管 21の 焦 点 と 再 構 成 領 域 P上 （ xy平 面 上 ） の
画 素 g(x， y)と を 結 ぶ 直 線 が X線 ビ ー ム の 中 心 軸 Bcに 対 し て な す 角 度 を γ と し 、 そ の 対 向 ビ
ュ ー を view＝ β bと す る と き 、
【 ０ １ ２ ９ 】
【 数 １ ２ 】
　
　
　
【 ０ １ ３ ０ 】
で あ る 。
　 再 構 成 領 域 P上 の 画 素 g(x， y)を 通 る X線 ビ ー ム と そ の 対 向 X線 ビ ー ム が 再 構 成 平 面 Pと な
す 角 度 を 、 α a， α bと す る と 、 こ れ ら に 依 存 し た コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重 係 数 ω a， ω bを
掛 け て 加 算 し 、 逆 投 影 画 素 デ ー タ D2（ 0， x， y） を 求 め る 。
【 ０ １ ３ １ 】
【 数 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ２ 】
　 な お 、 コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重 係 数 の 対 向 ビ ー ム 同 士 の 和 は 、

10

20

30

40

50

(18) JP 2007-130278 A 2007.5.31



【 ０ １ ３ ３ 】
【 数 １ ４ 】
　
　
　
【 ０ １ ３ ４ 】
で あ る 。
　 コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重 係 数 ω a， ω bを 掛 け て 加 算 す る こ と に よ り 、 コ ー ン 角 ア ー チ フ
ァ ク ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 コ ー ン ビ ー ム 再 構 成 加 重 係 数 ω a， ω bは 、 次 式 に よ り 求 め た も の を 用 い る こ と
が で き る 。 な お 、 gaは ビ ュ ー β aの 加 重 係 数 、 gbは ビ ュ ー β bの 加 重 係 数 で あ る 。
　 フ ァ ン ビ ー ム 角 の 1／ 2を γ maxと す る と き 、
【 ０ １ ３ ６ 】
【 数 １ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ７ 】
　 （ 例 え ば 、 q＝ 1と す る ）
　 例 え ば 、 ga， gbの 1例 と し て 、 max[　 ]を 値 の 大 き い 方 を 採 る 関 数 と す る と 、
【 ０ １ ３ ８ 】
【 数 １ ６ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ま た 、 フ ァ ン ビ ー ム 画 像 再 構 成 の 場 合 は 、 更 に 距 離 係 数 を 再 構 成 領 域 P上 の 各 画 素 に 乗
算 す る 。 距 離 係 数 は X線 管 21の 焦 点 か ら 投 影 デ ー タ Drに 対 応 す る 多 列 X線 検 出 器 24の 検 出 器
列 j， チ ャ ネ ル iま で の 距 離 を r0と し 、 X線 管 21の 焦 点 か ら 投 影 デ ー タ Drに 対 応 す る 再 構 成
領 域 P上 の 画 素 ま で の 距 離 を r1と す る と き 、 （ r1／ r0） 2 で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ま た 、 平 行 ビ ー ム 画 像 再 構 成 の 場 合 は 、 再 構 成 領 域 P上 の 各 画 素 に コ ー ン ビ ー ム 再 構 成
加 重 係 数 w（ i， j） の み を 乗 算 す れ ば よ い 。
　 ス テ ッ プ S63で は 、 図 12に 示 す よ う に 、 予 め ク リ ア し て お い た 逆 投 影 デ ー タ D3(x， y)に
、 投 影 デ ー タ D2（ view， x， y） を 画 素 対 応 に 加 算 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ S64で は 、 断 層 像 の 画 像 再 構 成 に 必 要 な 全 ビ ュ ー （ す な わ ち 、 360度 分 の ビ ュ ー
又 は 「 180度 分 ＋ フ ァ ン 角 度 分 」 の ビ ュ ー ） に つ い て 、 ス テ ッ プ S61～ S63を 繰 り 返 し 、 図 1
2に 示 す よ う に 、 逆 投 影 デ ー タ D3（ x， y） を 得 る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 な お 、 図 13（ a） ， 図 13（ b） に 示 す よ う に 、 再 構 成 領 域 Pを 512× 512画 素 の 正 方 形 の 領
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域 と せ ず に 、 直 径 512画 素 の 円 形 の 領 域 と し て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ １ ４ ３ 】
　 実 施 例 1で は 、 ス テ ッ プ S1の デ ー タ 収 集 時 に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24か ら 得 ら れ た X線 投
影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 っ た が 、 X線 投 影 デ ー タ は 束 ね ら れ る こ と に よ り 分 解 能 が 落 ち て
し ま う 。 こ の た め 、 ス テ ッ プ S6の 再 構 成 関 数 重 量 処 理 ま で 行 っ た 後 に 、 実 施 例 1で 行 っ た X
線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 と 同 様 の 処 理 を 行 う こ と で 、 特 に 再 構 成 関 数 を 高 周 波 な も の に し
た 時 の 分 解 能 を 維 持 す る こ と は で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 40に 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 に お け る X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 っ た 時 の フ ロ ー 図 を
示 す 。
　 こ の フ ロ ー 図 に よ る 処 理 で は 、 ス テ ッ プ S5の 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 を 行 っ た 後 に 、 図 30に
示 す X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 、 つ ま り 2次 元 の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル 24の 各 チ ャ ネ ル ， 各
列 の 格 子 に X線 投 影 デ ー タ を 束 ね る 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ S1デ ー タ 収 集 か ら ス テ ッ プ S5再 構 成 関 数 重 畳 処 理 ま で を 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24の 全 チ ャ ネ ル 数 列 数 分 行 う の で 、 デ ー タ 処 理 は そ れ だ け か か る が 、 撮 影 条 件 の 変 更 に
伴 う 図 30に 示 す 2次 元 の X線 検 出 器 24に 再 配 置 し た X線 検 出 器 の 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の 格 子 に X
線 投 影 デ ー タ を 束 ね る 処 理 の 変 更 は 、 ス テ ッ プ S5再 構 成 関 数 重 畳 処 理 以 後 の み を 行 え ば よ
い の で 、 撮 影 条 件 の 変 更 に つ い て は 対 応 し や す い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ １ ４ ６ 】
　 実 施 例 1， 2で は 、 い ず れ も X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 で 束 ね ら れ た X線 投 影 デ ー タ 、 ま た
は 束 ね ら れ た 前 処 理 さ れ た X線 投 影 デ ー タ 、 ま た は 束 ね ら れ た 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 さ れ た X
線 投 影 デ ー タ か ら 3次 元 画 像 再 構 成 を 行 っ て い た が 、 3次 元 逆 投 影 時 に X線 装 置 デ ー タ を 束
ね た の と 同 様 の 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 そ れ を 以 下 に 示 す 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 図 41に 3次 元 逆 投 影 処 理 に お け る X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 っ た 時 の フ ロ ー 図 を 示 す
。
　 ス テ ッ プ S1デ ー タ 収 集 か ら 、 ス テ ッ プ S6の 3次 元 逆 投 影 処 理 ま で を 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24の 全 チ ャ ネ ル 数 ， 列 数 分 行 う の で デ ー タ 処 理 は そ れ だ け か か る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 3次 元 逆 投 影 処 理 に お い て X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 う に は 、 以 下 の 2つ の 方 法 が あ
る 。
　 1つ 目 の 方 法 と し て は 、 ス テ ッ プ S6の 3次 元 逆 投 影 処 理 を 行 う 際 に 、 図 35に 示 す よ う に 断
層 像 上 の す べ て の 画 素 を 走 査 し な が ら 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24上 の X線 投 影 デ ー タ を 抽 出
し て 行 く 、 い わ ゆ る ピ ク セ ル ・ ド リ ブ ン と 呼 ば れ る 逆 投 影 方 法 で 、 こ の 方 法 に よ り 3次 元
逆 投 影 処 理 を 行 う が 、 こ の 場 合 に 図 36に 示 す よ う に 、 断 層 像 上 で 走 査 し て い る あ る 画 素 P
に 対 応 す る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の X線 投 影 デ ー タ を す べ て デ ー タ 抽 出 し て 断 層 像 上 に 3
次 元 逆 投 影 を 行 う 。 例 え ば 、 図 37に 示 す よ う に 、 断 層 像 上 の 1画 素 が 複 数 の X線 投 影 デ ー タ
に ま た が る と し た 場 合 、 そ の 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 後 の X線 投 影 デ ー タ を す べ て 断 層 像 の あ
る 画 素 Qに 3次 元 逆 投 影 す る 。 例 え ば 、 図 36に お い て 、 d0の 60％ ， d1の 100％ ， d2の 100％ ，
d3の 100％ ， d4の 40％ が 断 層 像 上 の 1画 素 Pに 対 応 す る 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 後 の X線 投 影 デ ー
タ だ と す る と 、
【 ０ １ ４ ９ 】
【 数 １ ７ 】
　
　
　
【 ０ １ ５ ０ 】
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　 が 1画 素 Pに 3次 元 逆 投 影 さ れ る 。
　 こ の よ う に 、 断 層 像 上 の 各 画 素 に 対 応 す る す べ て の X線 投 影 デ ー タ を 3次 元 逆 投 影 処 理 を
行 う こ と で 、 断 層 像 の 各 画 素 は 良 い S／ Nで 少 な い 画 像 ノ イ ズ の 良 い 画 質 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ま た 、 も う 1つ の 3次 元 逆 投 影 の 方 法 に は 、 ス テ ッ プ S6の 3次 元 逆 投 影 処 理 を 行 う 際 に 、
図 38に 示 す よ う に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24上 の 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 後 の X線 投 影 デ ー タ の
全 デ ー タ を 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 ご と に 走 査 し 、 画 像 再 構 成 す る 断 層 像 に 3次 元 逆 投 影 処 理 を
行 う 。 こ れ は 、 い わ ゆ る レ イ ・ ド リ ブ ン と 呼 ば れ る 逆 投 影 処 理 方 法 で 、 こ の 方 法 に よ り 3
次 元 逆 投 影 を 行 う 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 こ の 場 合 に は 、 図 39に 示 す よ う に 、 あ る 1列 の X線 投 影 デ ー タ の あ る 1つ の X線 検 出 器 チ ャ
ネ ル の デ ー タ d0を 断 層 像 に 3次 元 逆 投 影 ま た は 逆 投 影 す る 場 合 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の デ ー
タ d0を 逆 投 影 方 向 に 逆 投 影 処 理 し た 場 合 、 断 層 像 の あ る 画 素 p00に お い て は そ の 画 素 の 中
心 を d0の 逆 投 影 線 が 通 っ た と す る と 、 p00に は d0を 逆 投 影 し て 加 算 も し く は 加 重 加 算 を 行
う 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 し か し 、 断 層 像 上 に あ る 画 素 p10， p11に つ い て は 、 d0の 逆 投 影 線 が 画 素 p10， p00の 間 で
k1， k2の 比 率 の 点 の 所 を 通 る と す る と 、 （ k2／ (k1＋ k2)） ・ d0を p10に 逆 投 影 し て 加 算 ま
た は 加 重 加 算 を 行 い 、 （ k1／ (k1＋ k2)） ・ d0を p11に 逆 投 影 し て 加 算 ま た は 加 重 加 算 を 行
う 。 こ れ を 断 層 像 内 の d0の 逆 投 影 線 が よ ぎ る 全 画 素 に つ い て 行 い 、 1ビ ュ ー の 全 チ ャ ネ ル
， 全 列 の X線 投 影 デ ー タ に つ い て こ れ を 繰 り 返 し 、 更 に 全 ビ ュ ー の X線 投 影 デ ー タ に つ い て
こ れ を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 1断 層 像 分 の レ イ ・ ド リ ブ ン の 逆 投 影 処 理 が 行 わ れ る 。 通
常 は 、 断 層 像 の 画 素 の 分 解 能 よ り も X線 投 影 デ ー タ の 分 解 能 の 方 が 高 く 、 細 か い の で 、 こ
の レ イ ・ ド リ ブ ン の 方 法 に よ れ ば 、 す べ て の X線 投 影 デ ー タ を 断 層 像 上 に 3次 元 逆 投 影 す る
こ と が で き 、 断 層 像 の 各 画 素 は 良 い S／ Nで 少 な い 画 像 ノ イ ズ の 良 い 画 質 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ １ ５ ４ 】
　 実 施 例 1で は 、 画 像 再 構 成 平 面 を xy平 面 に し て い た が 、 ク レ ー ド ル 進 行 方 向 （ z´ 方 向 ）
に 垂 直 な 平 面 に 平 行 に 断 層 像 を 作 る こ と も で き る 。 こ れ は 3次 元 画 像 再 構 成 の 場 合 は 、 画
像 再 構 成 平 面 を 自 由 に 設 定 で き る た め 、 ク レ ー ド ル 進 行 方 向 （ z´ 方 向 ） に 垂 直 な 平 面 に
画 像 再 構 成 平 面 を 設 定 す れ ば 、 ク レ ー ド ル 進 行 方 向 に 垂 直 な 断 層 像 が 得 ら れ る 。 被 検 体 は
通 常 、 ク レ ー ド ル 12の 上 に 平 行 に 寝 か せ ら れ る の で 、 こ れ に よ り 被 検 体 の 体 軸 に 垂 直 な 断
層 像 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 ま た 、 走 査 ガ ン ト リ 20を 傾 斜 （ チ ル ト ） さ せ て い る 場 合 に お い て も 、 被 検 体 の 体 軸 に 垂
直 な 断 層 像 が 得 た い の で あ れ ば 、 こ の よ う に 画 像 再 構 成 を 行 う こ と で 被 検 体 の 体 軸 に 垂 直
な 断 層 像 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ １ ５ ６ 】
　 実 施 例 1で は 、 図 30に 示 す よ う な 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24上 に 再 配 置 さ れ た 仮 想 の 位 置
調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ た 2次 元 の X線 検 出 器 の 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の 格 子 を 設 定 し て 、 そ
の よ う に X線 投 影 デ ー タ を 束 ね て 前 処 理 を 行 う よ う に し て い る が 、 撮 影 条 件 に 応 じ て 以 下
の よ う に 仮 想 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の 格 子 の 位 置 を 都 度 変 更 し て
も よ い 。 こ れ に よ り 、 最 適 な 画 像 再 構 成 処 理 が 行 え る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 1、 ス ラ イ ス 厚 が 厚 く 列 数 の 少 な い 場 合 は 列 数 を 減 ら す 。
　 2、 低 周 波 な 再 構 成 関 数 の 場 合 は チ ャ ネ ル 数 を 減 ら す 。
　 3、 高 周 波 な 再 構 成 関 数 の 場 合 は チ ャ ネ ル 数 を 増 や す 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 4、 撮 影 視 野 が 小 さ い 場 合 は チ ャ ネ ル 方 向 の 範 囲 を 減 ら す 。
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　 5、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ ネ ス キ ャ ン に お い て 、 z
方 向 の 撮 影 視 野 の 幅 が 小 さ い 場 合 は 列 方 向 の 範 囲 を 減 ら す 。 こ の 場 合 は 、 コ リ メ ー タ 23も
絞 り X線 照 射 領 域 を 減 ら す 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ １ ５ ９ 】
　 実 施 例 1は 、 撮 影 時 間 に 依 存 せ ず 、 図 30に 示 す よ う な 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24上 に 再 配
置 さ れ た 仮 想 の 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ た 2次 元 の X線 検 出 器 の 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の
格 子 を 設 定 し て 、 そ の よ う に X線 投 影 デ ー タ を 束 ね て 前 処 理 を 行 う よ う に し て い る が 、 撮
影 条 件 、 特 に ス キ ャ ン 時 間 に 応 じ て 走 査 ガ ン ト リ 20の 回 転 方 向 の た わ み 方 が 変 化 す る た め
、 ス キ ャ ン 時 間 に 応 じ て 仮 想 の 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ た 2次 元 の X線 検 出 器 の 各 チ
ャ ネ ル ， 各 列 の 格 子 を ス キ ャ ン 時 間 に 対 応 さ せ て 設 定 し な お し て も よ い 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ま た 、 ス キ ャ ン 時 間 お よ び ビ ュ ー 角 度 に 依 存 し て 仮 想 の 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） さ れ
た 2次 元 の X線 検 出 器 の 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の 格 子 を 設 定 し な お し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ス
キ ャ ン 時 間 ま た は ビ ュ ー 角 度 に 依 存 し た 走 査 ガ ン ト リ 20の た わ み 、 平 面 型 X線 検 出 器 全 体
の た わ み 、 ま た は 1枚 ず つ の た わ み 、 デ ー タ 収 集 系 支 持 機 構 の た わ み な ど に よ る 2次 元 X線
エ リ ア 検 出 器 24の 上 に お け る X線 照 射 領 域 の 位 置 補 正 、 図 30に 示 す X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再
配 置 位 置 の 補 正 が 行 え 、 ア ー チ フ ァ ク ト の な い 適 正 な 画 質 の 断 層 像 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ １ ６ １ 】
　 実 施 例 1か ら 実 施 例 6ま で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24が あ ま り ず れ て い な い 例 を 示 し た
が 、 図 42の よ う に z方 向 に お よ そ 1列 ま た は 数 列 ほ ど ず れ た 場 合 、 図 43の よ う に z方 向 お よ
び x方 向 に も 1列 ま た は 数 列 ず れ た 場 合 で も 、 本 特 許 に よ り 図 30に 示 す X線 検 出 器 チ ャ ネ ル
の 再 配 置 位 置 の 補 正 が 行 え 、 ア ー チ フ ァ ク ト の な い 適 正 な 画 質 の 断 層 像 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ １ ６ ２ 】
　 実 施 例 1に お い て 、 デ ー タ 収 集 時 に 図 30に 示 す よ う な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 を 行 っ
た 場 合 に 、 以 下 の よ う な こ と が 必 要 に な っ て く る 。 ま た 、 撮 影 条 件 に よ り X線 検 出 器 チ ャ
ネ ル の 再 配 置 の 具 合 を 変 化 さ せ る の で あ れ ば 、 更 に 撮 影 条 件 ご と に 以 下 が 必 要 に な っ て く
る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 1． 補 正 デ ー タ (オ フ セ ッ ト 補 正 、 感 度 補 正 )
　 補 正 デ ー タ は 例 え ば 、 図 6に 示 す 前 処 理 に お い て は 補 正 デ ー タ と し て は オ フ セ ッ ト 補 正
、 感 度 補 正 で 補 正 デ ー タ が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ま た 、 X線 線 量 補 正 も 補 正 デ ー タ が 必 要 で あ る が 、 少 し 異 な る た め 、 こ れ は 別 途 後 述 す
る 。
　 オ フ セ ッ ト 補 正 で は 、 あ ら か じ め 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24で 収 集 し た 各 撮 影 条 件 ご と の
オ フ セ ッ ト 補 正 デ ー タ に 対 し 、 図 30に 示 す よ う な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 に 伴 い 、 オ
フ セ ッ ト 補 正 デ ー タ も 再 配 置 さ れ た 各 々 の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 合 わ せ て デ ー タ を 変 換 す
る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 こ の 時 の オ フ セ ッ ト 補 正 の デ ー タ 変 換 に つ い て は 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 の 際 の
デ ー タ 変 換 と 同 様 に (数 式 1)～ （ 数 式 5） に 従 っ て 行 え ば よ い 。 こ の 時 の ポ イ ン ト と し て は
、 (数 式 2)に お け る kに つ い て k＞ 1の 場 合 は 再 配 置 し て 、 束 ね た 後 の 各 々 の X線 検 出 器 チ ャ
ネ ル の チ ャ ネ ル 数 ， 列 数 が 少 な く な る こ と を 意 味 す る た め 、 あ ら か じ め （ 数 式 3） ， （ 数
式 4） に 示 す X線 投 影 デ ー タ つ ま り 、 こ の 場 合 の オ フ セ ッ ト 補 正 デ ー タ d（ x， y） の 束 ね 処
理 が 必 要 と な る 。 つ ま り 、 元 の オ フ セ ッ ト 補 正 デ ー タ を d´ （ x´ ， y´ ） と す る と 、
【 ０ １ ６ ６ 】
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【 数 １ ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ６ ７ 】
　 と ま ず 、 d（ x， y） を d'（ x'， y'） に x方 向 、 y方 向 に 1／ kに 圧 縮 す る 。 も し 、 k＝ 2で あ
れ ば 、
【 ０ １ ６ ８ 】
【 数 １ ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ６ ９ 】
　 と な る 。 こ の よ う に 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 時 に チ ャ ネ ル 方 向 ま た は 列 方 向 に 圧
縮 さ れ る 場 合 は 、 （ 数 式 4） の よ う な デ ー タ の 束 ね 処 理 が 必 要 に な る 。 こ れ を オ フ セ ッ ト
補 正 デ ー タ も 、 オ フ セ ッ ト 補 正 さ れ る X線 検 出 器 デ ー タ に つ い て も 同 様 に 行 わ な い と 、 正
し い オ フ セ ッ ト 補 正 が さ れ ず に ノ イ ズ が 残 っ て し ま い 、 最 終 的 な 断 層 像 の S／ Nが 劣 化 し て
し ま う 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 ま た 、 感 度 補 正 デ ー タ に つ い て も 同 様 に 以 下 の こ と が 言 え る 。
　 あ ら か じ め 2次 元 X線 エ リ ア セ ン サ 24で 収 集 し た 各 撮 影 条 件 ご と の 感 度 補 正 デ ー タ に 対 し
、 図 30に 示 す よ う な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 に 伴 い 、 感 度 補 正 デ ー タ も 再 配 置 さ れ た
各 々 の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 合 わ せ て デ ー タ 変 換 を 行 う 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 こ の 時 の 感 度 補 正 デ ー タ の デ ー タ 変 換 に つ い て は 、 X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 、 オ フ
セ ッ ト 補 正 デ ー タ の 再 配 置 の デ ー タ 変 換 と 同 様 に 、 （ 数 式 1） ～ （ 数 式 5） に 従 っ て 行 う 。
ま た 、 （ 数 式 2） に お け る kに つ い て k＞ 1の 場 合 の 再 配 置 の 際 の 感 度 補 正 デ ー タ の 束 ね 処 理
に つ い て も オ フ セ ッ ト 補 正 デ ー タ の 場 合 と 同 様 に 、 （ 数 式 3） ， （ 数 式 4） の 束 ね 処 理 が 必
要 で あ る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 こ の 束 ね 処 理 を 感 度 補 正 デ ー タ も 感 度 補 正 さ れ る X線 検 出 器 デ ー タ に つ い て も 同 様 に 行
わ な い と 、 正 し い 感 度 補 正 が 行 わ れ ず に ノ イ ズ が 残 存 し て し ま い 、 最 終 的 な 断 層 像 の S／ N
が 劣 化 し た り 、 CT値 の 均 一 性 が 劣 化 し て 、 カ ッ ピ ン グ （ cupping） 現 象 、 ま た は キ ャ ッ ピ
ン グ （ capping） 現 象 が 起 き て し ま う 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 2． X線 線 量 補 正
　 図 6に お け る X線 線 量 補 正 で は 、 図 30に 示 す よ う な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 に 伴 い 、
再 配 置 さ れ た 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル デ ー タ に 対 し て X線 線 量 補 正 を 行 う 。
図 44に は 、 各 撮 影 条 件 に 依 存 し て 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 対 し 、 各 列 の X線 線 量
検 出 器 r（ 1） ， r（ 2） ， … … r（ N） を 較 正 さ せ て 持 た せ て い る 。 図 44で は 、 再 配 置 さ れ た
X線 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 の 片 側 に し か X線 線 量 検 出 器 を 持 た せ て い な い が 、 両 側 に X線 線
量 検 出 器 を 持 た せ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ま た 、 X線 線 量 補 正 を 各 列 ご と に r（ 1） ， r（ 2） ， … … r（ N） の X線 線 量 検 出 器 デ ー タ を
用 い て 独 立 に 行 っ て も よ い し 、 以 下 の よ う に 全 列 の X線 線 量 検 出 器 を 加 算 し た X線 線 量 検 出
器 デ ー タ Rを 求 め て 、 各 々 の 列 を こ の Rで X線 線 量 補 正 を し て も よ い 。
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【 ０ １ ７ ５ 】
【 数 ２ ０ 】
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ま た 、 X線 線 量 補 正 に 関 し て 言 え ば 、 上 記 の よ う に 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器 に 合 わ せ て X
線 線 量 補 正 チ ャ ネ ル を 配 置 さ せ る こ と は 必 ず し も 必 要 で は な い 。 元 の 2次 元 X線 エ リ ア 検 出
器 24の X線 が 必 ず 当 た っ て い る ど こ か の X線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 用 い て 、 各 撮 影 条 件 に 見 合 っ
た 充 分 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル 開 口 が あ れ ば 、 そ れ を 用 い て も よ い 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 3． コ リ メ ー タ 制 御 検 出 器
　 本 実 施 例 に お い て 、 コ リ メ ー タ 23は 各 々 の 撮 影 条 件 に 応 じ て z方 向 の 開 口 幅 を 制 御 す る
。 こ の 場 合 に 、 図 45に 示 す よ う に 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24よ り 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器
チ ャ ネ ル に お い て 、 各 列 の コ リ メ ー タ 制 御 検 出 器 z（ 1） ， z（ 2） ， … z（ N） を 配 置 さ せ て
い る 。 コ リ メ ー タ の 開 口 幅 を z（ 1） ， z（ 2） ， … z（ N） の 出 力 に 応 じ て 制 御 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 4． X線 線 量 補 正 検 出 器 障 害 検 出 器
　 本 実 施 例 に お い て 、 X線 線 量 補 正 検 出 器 障 害 検 出 器 に 応 じ て X線 線 量 補 正 検 出 器 が 被 検 体
な ど の 障 害 物 に よ っ て 隠 さ れ て い な い か を チ ェ ッ ク す る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 に 示 す よ う に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24よ り 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器
チ ャ ネ ル に お い て 、 各 列 の X線 線 量 補 正 検 出 器 障 害 検 出 器 b（ 1） ， b（ 2） ， … b（ N） の 出
力 に 応 じ て X線 線 量 補 正 検 出 器 の 障 害 物 を 検 知 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 例 え ば 、 X線 管 電 圧 信 号 が 充 分 出 て い る 時 に 、 X線 線 量 補 正 検 出 器 障 害 検 出 器 が 充 分 な 信
号 を 出 し て い れ ば 正 常 と み な す が 、 例 え ば 、 X線 管 電 圧 信 号 が 充 分 出 て い る 時 に 、 X線 線 量
補 正 検 出 器 障 害 検 出 器 が 充 分 な 信 号 を 出 し て い な け れ ば 異 常 と い う よ う に 判 断 で き る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 例 8に お い て は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 上 に 再 配 置 さ れ た X線 検
出 器 チ ャ ネ ル よ り 、 以 下 の こ と が 行 え る こ と を 示 し た 。
　 1． オ フ セ ッ ト 補 正 、 空 気 補 正 を 行 う 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 2． X線 線 量 補 正 検 出 器 を 設 け て X線 線 量 補 正 を 行 う 。
　 3． コ リ メ ー タ 制 御 検 出 器 を 設 け て コ リ メ ー タ 制 御 を 行 う 。
　 4． X線 線 量 補 正 検 出 器 障 害 検 出 器 を 設 け て X線 線 量 補 正 異 常 検 出 を 行 う 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 以 上 の X線 CT装 置 100に お い て 、 本 発 明 の X線 CT装 置 、 ま た は X線 CT撮 影 方 法 に よ れ ば 、 多
列 X線 検 出 器 ま た は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X線 エ
リ ア 検 出 器 を 持 っ た X線 CT装 置 の コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た
は シ ネ ス キ ャ ン ま た は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の 開 始 時 と 終 了 時 に 存 在 し て い た z方 向 に 広 が る X
線 コ ー ン ビ ー ム に お い て 、 コ ン ベ ン シ ョ ナ ル ス キ ャ ン （ ア キ シ ャ ル ス キ ャ ン ） ま た は シ ネ
ス キ ャ ン ま た は ヘ リ カ ル ス キ ャ ン の 被 曝 低 減 を 実 現 す る 効 果 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ８ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お け る 画 像 再 構 成 法 は 、 従 来 公 知 の フ ェ ル ド カ ン プ 法 に よ る 3次 元 画
像 再 構 成 法 で も よ い 。 さ ら に 、 他 の 3次 元 画 像 再 構 成 方 法 で も よ い 。 ま た は 2次 元 画 像 再 構
成 で も 良 い 。
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【 ０ １ ８ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル X線 検 出 器 に 代 表 さ れ る マ ト リ ク ス 構 造 の 2次 元 X
線 エ リ ア 検 出 器 を 持 っ た X線 CT装 置 に つ い て 書 か れ て い る が 、 多 列 X線 検 出 器 の X線 CT装 置
に お い て も 同 様 の 効 果 を 出 せ る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 各 列 ご と に 係 数 の 異 な っ た 列 方 向 （ z方 向 ） フ ィ ル タ を 重 畳 す る
こ と に よ り 、 画 質 の ば ら つ き を 調 整 し 、 各 列 に お い て 均 一 な ス ラ イ ス 厚 、 ア ー チ フ ァ ク ト
、 ノ イ ズ の 画 質 を 実 現 し て い る が 、 こ れ に は 様 々 な z方 向 フ ィ ル タ 係 数 が 考 え ら れ る が 、
い ず れ も 同 様 の 効 果 を 出 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 本 実 施 例 で は 、 医 用 X線 CT装 置 を 元 に 書 か れ て い る が 、 産 業 用 X線 CT装 置 ま た は 他 の 装 置
と 組 合 わ せ た X線 CT－ PET装 置 ， X線 CT－ SPECT装 置 な ど で 利 用 で き る 。
　 本 実 施 例 で は 、 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24と コ リ メ ー タ 23の 位 置 関 係 、 方 向 の ズ レ 、 ク レ
ー ド ル 進 入 方 向 (z´ 方 向 )と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 24の 位 置 関 係 、 方 向 の ズ レ 、 2次 元 X線
エ リ ア 検 出 器 24と 回 転 平 面 の 位 置 関 係 、 方 向 の ズ レ 、 こ れ ら の 測 定 に 対 し て ク レ ー ド ル や
ピ ン の 治 具 を 本 実 施 例 で は 示 し て い る が 、 別 の 治 具 な ど を 用 い て も 同 様 の 効 果 を 出 せ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 37の 断 層 像 上 の 1画 素 に 3次 元 逆 投 影 を 行 う 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 後 の X
線 投 影 デ ー タ を 線 形 加 重 加 算 ま た は 線 形 補 間 で 行 っ た が 、 2次 以 上 の 加 重 加 算 ま た は 補 間
を 用 い て も 同 様 の 効 果 を 出 せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ８ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る X線 CT装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 X線 発 生 装 置 （ X線 管 ） お よ び 多 列 X線 検 出 器 を xy平 面 で 見 た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 X線 発 生 装 置 （ X線 管 ） お よ び 多 列 X線 検 出 器 を yz平 面 で 見 た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 被 検 体 撮 影 の 流 れ を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る X線 CT装 置 の 概 略 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 処 理 の 詳 細 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 3次 元 画 像 再 構 成 処 理 の 詳 細 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 再 構 成 領 域 上 の ラ イ ン を Ｘ 線 透 過 方 向 へ 投 影 す る 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 検 出 器 面 に 投 影 し た ラ イ ン を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 投 影 デ ー タ Dr（ view， x， y） を 再 構 成 領 域 上 に 投 影 し た 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 再 構 成 領 域 上 の 各 画 素 の 逆 投 影 画 素 デ ー タ D2を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 逆 投 影 画 素 デ ー タ D2を 画 素 対 応 に 全 ビ ュ ー 加 算 し て 逆 投 影 デ ー タ D3を 得 る 状 態
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 円 形 の 再 構 成 領 域 上 の ラ イ ン を X線 透 過 方 向 へ 投 影 す る 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 X線 CT装 置 の 撮 影 条 件 入 力 画 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の X線 CT装 置 の 位 置 合 わ せ 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 コ リ メ ー タ が 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 端 に 合 わ せ ら れ 、 回 転 中 心 が 2次 元 X線 エ
リ ア 検 出 器 の チ ャ ネ ル 方 向 中 心 に 合 わ せ ら れ て い る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の X線 CT装 置 の デ ー タ 収 集 系 の 位 置 調 整 （ ア ラ イ メ ン ト ） 方 法 の 1例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 （ a） は 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 を 持 つ X線 C
T装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 　 　 （ b） は 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の コ リ メ ー タ
に よ る X線 の 照 射 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 コ リ メ ー タ が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ ０ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 コ リ メ ー タ と 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 平 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 実 施 例 の コ リ メ ー タ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 に お け る X線 照 射 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 ク レ ー ド ル の 軌 跡 よ り z方 向 を 求 め る デ ー タ 収 集 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 ク レ ー ド ル の 軌 跡 よ り z'方 向 を 求 め 方 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 の 傾 き の 求 め 方 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 1A列 に お け る ピ ン の X線 の 影 の 軌 跡 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 面 に 対 し て ず れ て い な い 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が 回 転 面 に 対 し て ず れ て い る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 に お け る X線 検 出 器 チ ャ ネ ル の 再 配 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 （ a） は 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の コ リ メ
ー タ に よ る X線 の 照 射 領 域 よ り 各 平 面 型 X線 検 出 器 の 位 置 を 決 定 す る 概 念 図 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ １ ９ １ 】
　 　 　 （ b） は 複 数 の 平 面 型 X線 検 出 器 を 組 合 わ せ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 に お い て 適 切
な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル 各 チ ャ ネ ル ， 各 列 に 束 ね る 概 念 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 3次 元 逆 投 影 処 理 の 概 念 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 細 か な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル か ら な る 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 デ ー タ 抽 出 し て 3次 元
逆 投 影 す る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 適 切 な X線 検 出 器 チ ャ ネ ル に 束 ね た 後 に デ ー タ 抽 出 し て 3次 元 逆 投 影 す る 場 合 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 ピ ク セ ル ・ ド リ ブ ン の 3次 元 逆 投 影 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 断 層 像 上 の あ る 画 素 に 3次 元 逆 投 影 さ れ る 複 数 の X線 投 影 デ ー タ を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ ７ 】 断 層 像 上 の 1画 素 が 複 数 の X線 投 影 デ ー タ に ま た が る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 レ イ ・ ド リ ブ ン の 3次 元 逆 投 影 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 X線 投 影 デ ー タ が 断 層 像 上 の 複 数 の 画 素 に ま た が る 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 再 構 成 関 数 重 畳 処 理 に お け る X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 っ た と き の フ ロ ー
図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 3次 元 逆 投 影 処 理 に お け る X線 投 影 デ ー タ の 束 ね 処 理 を 行 っ た 時 の フ ロ ー 図 で あ
る 。
【 図 ４ ２ 】 z方 向 に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が ず れ た 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 z方 向 、 x方 向 に 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 が ず れ た 場 合 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 X線 線 量 検 出 器 を 持 っ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の 再 配 置 さ れ た X線 検 出 器 チ ャ
ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 コ リ メ ー タ 制 御 チ ャ ネ ル を 持 っ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の 再 配 置 さ れ た X線
検 出 器 チ ャ ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 X線 線 量 検 出 器 障 害 物 検 出 器 を 持 っ た 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器 上 の 再 配 置 さ れ た X
線 検 出 器 チ ャ ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ９ ２ 】
　 　 １                操 作 コ ン ソ ー ル
　 　 ２                入 力 装 置
　 　 ３                中 央 処 理 装 置
　 　 ５                デ ー タ 収 集 バ ッ フ ァ
　 　 ６                モ ニ タ
　 　 ７                記 憶 装 置
　 　 １ ０              撮 影 テ ー ブ ル
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　 　 １ ２              ク レ ー ド ル
　 　 １ ５              回 転 部
　 　 ２ ０              走 査 ガ ン ト リ
　 　 ２ １              X線 管
　 　 ２ ２              X線 コ ン ト ロ ー ラ
　 　 ２ ３              コ リ メ ー タ
　 　 ２ ４              多 列 X線 検 出 器 ま た は 2次 元 X線 エ リ ア 検 出 器
　 　 ２ ５              DAS（ デ ー タ 収 集 装 置 ）
　 　 ２ ６              回 転 部 コ ン ト ロ ー ラ
　 　 ２ ７              走 査 ガ ン ト リ 傾 斜 コ ン ト ロ ー ラ
　 　 ２ ８              X線 ビ ー ム 形 成 フ ィ ル タ
　 　 ２ ９              制 御 コ ン ト ロ ー ラ
　 　 ３ ０              ス リ ッ プ リ ン グ
　 　 ｄ Ｐ              X線 検 出 器 面
　 　 Ｐ                再 構 成 領 域
　 　 Ｐ Ｐ              投 影 面
　 　 IC               回 転 中 心 (ISO)
　 　 CB               X線 ビ ー ム
　 　 BC               ビ ー ム 中 心 軸
　 　 D                回 転 中 心 軸 上 で の 多 列 X線 検 出 器 幅
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(28) JP 2007-130278 A 2007.5.31
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】

(34) JP 2007-130278 A 2007.5.31



【 図 ４ ６ 】

(35) JP 2007-130278 A 2007.5.31



フロントページの続き

(72)発明者  西出　明彦
            東京都日野市旭が丘四丁目７番地の１２７　ジーイー横河メディカルシステム株式会社内
Ｆターム(参考) 4C093 BA08  BA09  BA10  CA36  EA14  EB17  FC27  FC28  FF42 

(36) JP 2007-130278 A 2007.5.31


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

